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実習期間：２０１３年４月２７日～５月１９日
実習先：マレーシア
Universiti Teknologi MARA（マラ工科大学）
・OSCE の見学
・学生の発表会の見学
・primary care
・KKTE（クリニック）
・population health
１．はじめに
私は６年生の選択性臨床実習の前半期に、マレーシアの Universiti Teknologi MARA（以下 UiTM）、つ
まりはマラ工科大学の医学部で実習をさせて頂きました。今年のマレーシア班は私を含めて男子２人・女子
２人の計４人で構成されていましたが、その内マレーシアへ渡航歴があるのは２名で、私は初めてのマレー
シア滞在でした。初めてのマレーシアでは医療に関してはもちろんですが、文化や自然などに関しても数多
くのことを体験してきました。
この報告書では、そんな私が海外実習に参加することでどのようなことを体験してきたのかを記していき
たいと思います。拙い文章ではありますが、よろしくお願い致します。
２．動機
そもそも私はもともと５年生になるまでは、海外に行きたいとは思ったことがないようなモチベーション
の低い学生でした。なので、先輩方の海外臨床実習報告会も参加したことがありませんでした。
しかしながら、BSL で多くの医師の先生方と接する中で海外に行って勉強することの大切さを教えて頂
く機会が度々あり、そのお話を伺っている内に私の中にも心変わりがあったのです。「このまま志を持たず
に過ごしていて良いのだろうか」「日本の医療を向上させるためにも、医師としての自分を磨く将来を考え
るべきなのではないか」そんな思いが私に生まれ、将来は海外へ行き医師としての力を磨くことを考えるよ
うになったのです。
ですが、私は果たして自分が海外に行っても大丈夫なのか、そのことに自信がありませんでした。そんな
折、唐田君から持ちかけられたのがこのマレーシアでの海外臨床実習だったのです。「将来自分が医師とし
て海外へ渡ったときのための経験を積み、自信をつけること」、それを目的として私はこの海外臨床実習に
参加することを決意しました。
３．実習の準備
まず勉強に関してですが、先輩達のやってきたことと同様に“１００cases”という英語の教科書を使用して
週に１回、BSL の合間に勉強会をしていました。内容は英語を使って症例のプレゼンをする、というもの
です。また“やさしい英語で外来診療”という本を使って問診の練習もしていました。英語が得意な帰国子
女の方は医学英語の単語を覚えるだけで十分でしょうが、私のような普段全く英語を使わない学生にとって
は、英会話の練習も兼ねていたことが効果的でした。
予防接種に関しては、私は社会保険高岡病院で「日本脳炎・破傷風（１回：念のため）、A 型肝炎（２
回）」を行いました。旅行保険はメンバーがそれぞれ好きなものに入ることになったので、不慣れな私は
“AIU”という会社の１万円ほどのものにしましたが、幸いなことに保険を使う機会はありませんでした
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し、慣れている人はもっと安いものにしても問題ないと思います。
４．実習について
◎OSCEの見学
UiTM の医学教育は欧米式なので、BSL や OSCE のシステムも日本と少々違います。UiTM の BSL では
３０人ほどのグループでそれぞれの専門家をまわり、そのローテーションが２か月ごとにあります。そして
OSCE はそのローテーションを行う毎にそれぞれの科に対応したものを受けるのです。つまり、日本では
OSCE は４年生の終わり、つまりは５年生の BSL が始まる前にすべての OSCE 項目を１日で一斉に行いま
すが、UiTM の医学生は「救急前は心肺蘇生の項目」といった感じに分割して OSCE を行うのです。この
システムでは技能を身に着けたのち、それをすぐに現場で活用することができるという点でメリットがある
ように思えます。
UiTM の医療現場および医学教育は全て英語が使用
されています。なので、OSCE ももちろん英語で行わ
れます。私が見学したのは問診（糖尿病など）の項目
だったのですが、どの学生も第２言語である筈の英語
で澱みなく問診を行っていました。OSCE を受ける際
の学生の医学知識もしっかりしていて、試験後の試験
管による質問（「治療は何をするか」「薬は何を用いる
か」など）にもスラスラと答えられていたのでとても
感心しました。
◎学生発表会の見学
BSL のローテーション（このときは hospis）に関
したテーマのグループ発表会です。
海外の学生は大勢の前でプレゼンテーションを行う機会が多く、そのスキルも高いと感じました。
◎グループディスカッション
UiTM の医学生とともに「医師として必要な資質は何か」などのテーマでグループディスカッションをし
ました。語彙力の差があり、もどかしい思いをしましたが、現地の医学生は親切なので楽しく参加できまし
た。
◎ロールプレイング
UiTM の医学生とともに「がん患者への告知はどのように
行うべきか」などのテーマに基づいてロールプレイングをし
ました。日本の医療教育現場よりも行われている頻度は多い
ようです。
◎primary care
和訳すると“総合的に診る医療”という言葉になります。
総合診療部と同じような分野です。
いくつかのクリニックを回り、現地の学生（他大学の医学
生もいました）と一緒に実習しました。
KKTE（：Klinik Kesihatan Taman Ehasan）というクリ
ニックの Consulution での実習では、私は患者さんの創傷手
当や抜糸などをやらせて頂きました。点滴も学生がやってい
たのですが、私がいたときには機会が１度しかなくそれを様
子見してしまっていたので結局点滴は出来ず終りだったのが
グループディスカッション（次項）のポスター作り
ロールプレイングの様子
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心残りです。マレーシアは学生がいろいろなことをやらせてもらえ
る環境や風潮があるので、その点は医療教育には良いと感じまし
た。
KKTE の Pharmacy（薬局）での実習は、言われた薬剤を取り出
したりするのが仕事なのですが、カルテの字が読めなかったり、ど
こに何があるか理解できなかったりと、悪戦苦闘を強いられまし
た。薬の名前や専門用語などはしっかり頭に入れておかなければな
らないことを実感しました。
◎population health
公衆衛生の授業です。コンピューター室での座学になりますが、
統計 statistics の話などのときは、真面目な UiTM の学生も退屈そ
うにしていました。人によっては寝ていたり、facebook をしてい
て、これに限っては日本の医学生と変わらないなと思い、少しほっ
としました。
５．休日について
土日や選挙のための休校などには、マレーシアのモスク（イスラム教の礼拝堂）の見学や、UiTM の医学
生たちと遊びに出かけたりしました。ここでそのいくつかを紹介したいと思います。
◎チーリン滝へのピクニック
「有名な滝があるから行こうよ」と言われて行ったところ、車で１時間、車を降りてから１時間半ほど山
道を歩き、腰まである川を何本も越えなければたどり着けないハードなハイキングでした。
◎モスクの見学
国民の大多数がイスラム教を信仰するムスリムであるマレーシアでは、１日５回のお祈りは何よりも重要
です。そのため、そのお祈りをする大小様々なモスクがいたるところに建てられています。
その中でも有名な“Masjid Putra（通称：ピンクモスク）”“Masjid Sultan Salahuddin Abdul Aziz Shah
（通称：ブルーモスク）”“Masjid Tuanku Mizan Zainal Abidin（通称：アイアンモスク）”を見てきました
が、どれもとても美しく、私は衝撃的な感動を得られました。
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６．マレーシアでの海外臨床実習で得たこと
今回の実習を通して、いくら海外と言っても、そこにいる人々は決して分かり合えない訳ではなく、お互
いに尊重し合えるのだということを身をもって私は知りました。また、英語も１日１日と会話をすることが
楽になっていき、英語能力の上達を毎日実感できました。
これらのことから、私は「将来海外に行っても自分はやっていける」という自信を手に入れ、将来は海外
に行って自分の医師としての能力を磨き、日本の医療を向上させていきたいという目標を持てるようになり
ました。この実習に参加して良かったと、心から思っています。
７．最後に
今回の海外臨床実習では、山城先生ならびに、UiTM の Nasimul 先生には大変ご尽力頂き、本当にあり
がとうございました。また、実習中に私たちの Supervisor をして下った Ng 先生にもとても感謝していま
す。今回の実習で得た経験を活かせるように、これからも頑張ります。
Ng 先生と記念撮影 Nasimul 先生と記念撮影
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